
まちのうごき

（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

ふるさとの誇りを訪ねて

笑
顔

で
つ
なごう みんな

の未

来
へ

香
美

町合
併

周年周年

美しい山・川・海　人が躍動する 交流と共生のまち

広報

月号 No.

【写真】

今月の主な内容（Contents）

９

新余部橋りょう開通

ドクターヘリ臨時離着陸場の追加

香美町町民バスのダイヤなどの改正

役場各課などからのお知らせ　　ほか

－木を切るのって難しい！－
北但西部管内緑の少年団交流大会

　美方郡内の緑の少年団の交流を深めようと行

われた同大会（8月 4日、村岡区和池「木の殿

堂芝生広場」）には郡内 18小学校 322 人が参加。

　交流行事の一つ ｢丸太切り競技｣ では、コツ

をつかんで上手にのこぎりを扱う児童やなかな

かのこぎりを引くことができず悪戦苦闘する児

童もいて、周囲からは大きな声援が上がってい

ました。

66
平成 22 年（2010）

2

4

14
16
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

新
余
部
橋
り
ょ
う
開
通
！

地
域
づ
く
り
の
新
し
い
「
懸
け
橋
」

　

１
世
紀
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た

余
部
鉄
橋
（
旧
橋
）
に
代
わ
り
、

定
時
性
と
安
全
性
の
確
保
の
た
め

平
成
19
年
３
月
か
ら
約
３
年
の
歳

月
を
か
け
て
架
替
工
事
が
進
め
ら

れ
て
き
た
新
余
部
橋
り
ょ
う
（
新

橋
）
が
８
月
12
日
に
開
通
し
、
多

く
の
人
の
希
望
を
乗
せ
て
始
発
列

車
が
谷
間
を
渡
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
を
は
じ

め
兵
庫
、
鳥
取
両
県
の
関
係
者
ら

約
１
０
０
人
が
出
席
し
た
完
成
記

念
式
典
や
、
地
元
「
明
日
の
余
部

を
創
る
会
」
主
催
の
祝
賀
行
事
も

行
わ
れ
、
訪
れ
た
多
く
の
人
が
新

橋
の
開
通
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

　

新
橋
は
、
昭
和
61
年
（
１
９
８

６
年
）
12
月
に
起
き
た
列
車
転
落

事
故
を
契
機
と
し
て
架
け
替
え
が

決
定
。
旧
橋
南
側
に
高
さ
41
・
５

ｍ
、
長
さ
３
１
０
ｍ
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
橋
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
定
時
性
確
保
の
た
め
、
高
さ

約
１
・
７
ｍ
の
ア
ク
リ
ル
製
防
風

壁
を
備
え
、
風
速
30
ｍ
／
秒
ま
で

の
運
行
が
可
能
に
な
り
、
強
風
に

よ
る
運
行
休
止
は
約
９
割
低
減
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。
総
事
業
費
は

余
部
橋
り
ょ
う

　
　

架
け
替
え
の
経
緯

・
昭
和
61
年
（
１
９
８
６
年
）
12
月

　
　

列
車
転
落
事
故

・
昭
和
63
年
（
１
９
８
８
年
）
５
月

　
　

列
車
規
制
風
速
が
25
ｍ
／
秒
か
ら
20

　
　

ｍ
／
秒
に
強
化

・
平
成
３
年
（
１
９
９
１
年
）
３
月

　
　

余
部
鉄
橋
対
策
協
議
会
設
立

・
平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）
７
月

　
　

同
協
議
会
で
架
け
替
え
決
定

・
平
成
17
年
（
２
０
０
５
年
）
３
月

　
　

新
橋
デ
ザ
イ
ン
決
定

・
平
成
18
年
（
２
０
０
６
年
）
３
月

　
　

関
係
団
体
が
架
替
事
業
の
基
本
協
定

　
　

を
締
結

・
平
成
19
年
（
２
０
０
７
年
）
３
月

　
　

架
替
工
事
に
着
手

・
平
成
21
年
（
２
０
０
９
年
）
３
月

　
　

余
部
鉄
橋
利
活
用
基
本
計
画
を
決
定

・
平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）
７
月
16
日

　
　

旧
橋
の
供
用
終
了

・
平
成
22
年
（
２
０
１
０
年
）
８
月
12
日

　
　

新
橋
の
供
用
開
始

8 月 12 日午前 6 時 15 分浜坂発豊岡行きの普通列車。
乗客を乗せて最初に新橋を渡った「一番列車」には地
元の皆さんを含む約 250 人が乗り込み、開通を祝いま
した。

▲

余部橋りょう完成記念式
典で行われたテープカッ
トとくす玉割りの様子。
頭上を通過する列車に手
を振る関係者ら。

▼
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地
元
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め

多
く
の
人
の
悲
願
で
あ
っ
た

新
橋
は
、
静
か
で
、
安
全
性

と
定
時
性
が
確
保
さ
れ
た
素

晴
ら
し
い
橋
り
ょ
う
で
す
。

　

こ
の
エ
リ
ア
の
公
共
輸
送

の
礎
と
し
て
、
地
域
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
て
く
れ
る

も
の
と
心
か
ら
期
待
し
て
い

ま
す
。

完
成
記
念
式
典

　

主
催
者
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　

（
抜
粋
）

香美町長

長瀬 幸夫

兵庫県知事

井戸 敏三氏

約
30
億
円
。
関
係
自
治
体
が
こ
の

８
割
、
約
24
億
円
（
香
美
町
は
約

１
・
６
億
円
）を
負
担
し
て
い
ま
す
。

　

完
成
記
念
式
典
で
は
、
列
車
転

落
事
故
で
犠
牲
と
な
っ
た
６
人
に

対
し
て
１
分
間
の
黙
と
う
を
捧
げ

た
後
、
兵
庫
、
鳥
取
両
県
知
事
や

香
美
町
長
を
は
じ
め
と
し
た
地
元

首
長
、
ま
た
地
元
選
出
国
会
議
員

な
ど
が
次
々
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
祝
賀
行
事
の
一
つ
と
し

て
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
新
橋
の
高

さ
41
・
５
ｍ
と
同
じ
長
さ
の
も
ち

作
り
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し

た
約
２
０
０
人
は
、
も
ち
米
60
㎏

（
20
う
す
）
を
使
い
、
長
机
を
並

べ
た
作
業
台
の
う
え
で
丁
寧
に
つ

な
げ
て
紅
白
２
本
の
も
ち
を
完
成
。

こ
の
も
ち
は
切
り
分
け
ら
れ
、
訪

れ
た
多
く
の
人
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
開
通
を
祝
い
、
地
元
の
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
く
す
玉
割
り
や

宝
船
行
列
も
行
わ
れ
、
新
橋
直
下

を
練
り
歩
く
子
ど
も
た
ち
の
姿
に

大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
橋
は
地
域
輸
送
の
要

か
な
め

と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
現
在
、
世
界
ジ

オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
盟
に

向
け
て
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
て

い
る
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど
、

今
後
山
陰
地
方
が
発
展
し
て
い
く

上
で
重
要
な
「
懸
け
橋
」
と
な
り

ま
す
。

　

式
典
後
、
余
部
地
区
公
民
館
で

は
「
兵
庫
県
但
馬
・
鳥
取
県
東
部

地
域
の
交
通
・
観
光
連
携
協
議

会
」
の
設
立
総
会
が
行
わ
れ
、
兵

庫
、
鳥
取
両
県
知
事
、
関
係
自
治

体
や
観
光
関
連
団
体
の
関
係
者
な

ど
が
出
席
。
今
後
、
観
光
面
で
の

広
域
連
携
を
強
化
し
て
い
く
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
「
余

部
道
路
」
の
完
成
を
今
年
12
月
に

控
え
る
な
か
、
新
橋
下
に
計
画
さ

れ
て
い
る
「
道
の
駅
」
や
兵
庫
県

が
現
地
保
存
す
る
３
本
の
旧
橋
脚

を
利
用
し
た
展
望
施
設「
空
の
駅
」

の
整
備
な
ど
が
次
々
に
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
「
香
美
町
の

新
た
な
シ
ン
ボ
ル
」
の
利
活
用
や

Ｐ
Ｒ
に
よ
り
、
観
光
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
の
魅
力
発
信
や
活
性
化

推
進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

定
時
性
確
保
の
た
め
貴
重

な
財
産
で
あ
っ
た
旧
橋
を
架

け
替
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
こ
の
新
橋
を
中
心

と
し
て
今
後
整
備
す
る
道
の

駅
や
空
の
駅
が
新
し
い
地
域

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
活
用

さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

▲宝船行列の様子

構　造…エクストラドーズドＰＣ橋
橋　長…310 ｍ
幅　員…7.5 ｍ
橋　高…41.5 ｍ
事業費…約 30億円
施工者…清水建設・銭高組特定建設
　　　　工事共同企業体 ほか

【桁断面図】【橋脚正面図】
P1

 新橋概要（構造一般図ほか）

【側面図】

【平面図】
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町内 8ヵ所が臨時離着陸場に追加
ドクターヘリの運航

●問い合わせ先　美方広域消防本部　℡ 0796・92・0119

 町内ランデブーポイント一覧（追加指定分）

①
②

③

④

⑤
⑥

⑦

⑧

番号 場所

香

住

区

① 香住第二中学校グラウンド

② 今子浦グラウンド

③ 矢田川河川敷（香住区大谷地内）

村

岡

区

④ 村岡地域局駐車場

⑤ スカイバレイ福岡駐車場

⑥ ハチ北自然協会駐車場

⑦ 射添地区浄化センター北側空き地

小

代

区

⑧ ゴンドラリフト起点駐車場

　

４
月
17
日
か
ら
公
立
豊
岡
病
院

に
配
備
さ
れ
た「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
」

（
別
名
「
空
飛
ぶ
救
命
室
」）
の
運

航
が
始
ま
っ
て
、
４
ヵ
月
が
経
過

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
救
急
患
者
の
早

期
救
命
医
療
や
早
期
搬
送
は
も
と

よ
り
、
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症

の
軽
減
な
ど
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
内
臨
時
離
着
陸
場
が
追
加

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
救
急
搬
送
を

行
な
う
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
指
定

さ
れ
た
臨
時
離
着
陸
場
（
ラ
ン
デ

ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
）
に
着
陸
し
ま
す
。

　

町
内
に
お
い
て
は
、
す
で
に

18
ヵ
所
が
指
定
（
広
報
５
月
号
に

掲
載
）
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
８
月

か
ら
新
た
に
８
ヵ
所
が
追
加
指
定

さ
れ
、
合
計
26
ヵ
所
に
な
り
ま
し

た
。　

　

新
た
に
指
定
さ
れ
た
臨
時
離
着

陸
場
は
下
図
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
緊
急
時
に
は
指
定
以
外

の
場
所
に
離
着
陸
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

運
航
に
ご
協
力
を
！

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
の
際
、

付
近
に
大
量
の
砂
ぼ
こ
り
が
舞
い

上
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
消
防

車
両
を
使
っ
て
の
離
着
陸
前
の
広

報
や
散
水
作
業
に
よ
る
砂
ぼ
こ
り

の
飛
散
防
止
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
安
全
確
保
の
た
め
、
離
着
陸
場

　

付
近
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ

　

さ
い
。

・
離
着
陸
場
付
近
で
開
催
中
の
イ

　

ベ
ン
ト
や
行
事
な
ど
を
中
断
し

　

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

運
航
状
況
は
…

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
兵
庫
県
、

京
都
府
、
鳥
取
県
の
３
府
県
が
共

同
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
17
日
の
運
航
開
始
か
ら
７

月
末
ま
で
の
運
航
件
数
は
２
７
４

件
、
こ
の
う
ち
兵
庫
県
は
１
９
０

件
、
京
都
府
は
71
件
、
鳥
取
県
は

13
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
各
消
防
本

部
か
ら
の
出
動
要
請
に
よ
り
運
航

し
ま
す
。
兵
庫
県
内
に
お
い
て
は
、

豊
岡
市
消
防
本
部
管
内
お
よ
び
美

方
広
域
消
防
本
部
管
内
へ
の
出
動

件
数
が
最
も
多
く
、
48
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
美
方
広
域
消
防
本
部
管

内
の
出
動
件
数
は
、
表
の
と
お
り

で
す
。

・
付
近
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
あ
ら

　

か
じ
め
洗
濯
物
な
ど
を
家
の
中

　

に
取
り
込
み
、
窓
を
閉
め
て
く

　

だ
さ
い
。

町・区（地域） 出動件数

香美町

香住区  15 件（2件）

村岡区    8 件（1件）

小代区    4 件（0件）

計  27 件（3件）

新温泉町

浜坂地域  12 件（1件）

温泉地域    9 件（0件）

計  21 件（1件）

合　計  48 件（4件）

美方消防本部管内の運航状況
（4月17日～7月末まで）

※カッコ内は、出動件数のうち病院間搬送件数

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
行
う
救
急

患
者
の
救
命
お
よ
び
早
期
搬
送

に
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

10 月 1日からダイヤなどを改正
香美町町民バス

●問い合わせ先　役場企画課

　　　　　　　　全但バス㈱営業部運輸課　℡ 079・662・2133

　香美町町民バスは今年 10 月 1 日

にダイヤ改正を行います。

　ご利用の際にはお間違えのないよ

うにお願いします。

　なお、詳しくは全戸配付予定の「改

正時刻表」をご覧ください。

小代区「秋岡発着便」のルート変更とバス停留所の新設

「相谷御崎線」（香住御崎間）のダイヤ一部改正

「村岡香住線」のダイヤ一部改正

「三川香住線」のダイヤ一部改正

　秋岡停留所に発着する便は、町道野間谷二号線「野間谷橋」

の通行規制※に伴い、町道野間谷線「小代橋」を通るルートに

変更し、小代橋付近に『小代橋バス停留所』を新設します（右

図のとおり）。ただし、このルート変更による運行時刻の変更

はありません。

　なお、この便以外は今までどおりのルートを運行します。

　（※ 10月 1日から二輪車および歩行者以外は通行禁止）

　利用者の利便性向上のため、三川地区のバス停留所を現在の

位置から約 400 ｍ南側に移設し、フリー乗降区間の設定を行

います。

　これに伴い、運行時刻を変更します（右表のとおり）。

　また、畑バス停留所 18:55 到着の便を三川バス停留所まで

延長運行（火曜日のみ）します（三川バス停留所 19:08 到着）。

三川バス停留所発車時刻の変更

現　在 変更後
7:08 7:07
12:16 12:15

※畑バス停留所以降の発車時刻は変更ありません。

香住駅バス停留所発車時刻の変更

現　在 変更後
11:25 11:23

※香住駅バス停留所以降の発車時刻も 2分早くなります。
　また、三川バス停留所到着時刻は 1分早くなります。

　長井小学校の下校時刻に合わせ、次のとおり運行時刻を変更

します。

岡見公園バス停留所
発車時刻

浅井バス停留所
発車時刻

村岡区境バス停留所
到着時刻

現　在 16:15 ⇒ 16:30 ⇒ 16:38
変更後 15:55 ⇒ 16:10 ⇒ 16:18

　香住駅で降車するＪＲ利用者が香美町町民バスに乗り継げる

よう、次のとおり運行時刻を変更します。

香住駅バス停留所
発車時刻

御崎停留所
到着時刻

現　在 17:32 ⇒ 18:11
変更後 17:51 ⇒ 18:30

乗って守ろう！
地域の公共交通を！

野間谷橋

小代橋

車両通行止め

国道 482 号

「小代地域局」
バス停留所

「小代橋」
新設バス停留所

   変更後のルート

   今までのルート
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けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場ヒブ

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
に
助
成
を
始
め
ま
し
た

　
               

〜 

大
切
な
子
ど
も
を
守
る
た
め
に 

〜

ヒ
ブ
と
は
…

　

こ
の
細
菌
は
、
脳
を
包
む
髄
膜
、
の
ど
の

奥
の
喉こ

う

と

う

が

い

頭
蓋
、
肺
、
血
液
に
入
り
込
ん
で
命

に
か
か
わ
る
重
い
感
染
症
を
起
こ
し
、
ま
た

治
っ
て
も
深
刻
な
後
遺
症
を
残
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
と
は
…

　

平
成
20
年
12
月
か
ら
日
本
国
内
で
の
接
種

が
可
能
と
な
っ
た
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
。
町
で
は

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
、
多
く
の
乳
幼
児

に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
も
ら
ら
え
る
よ
う
、

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
今
年

度
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
任
意
で

す
の
で
、
各
自
で
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
者　

　

今
年
４
月
１
日
以
降
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

日
に
町
内
に
住
所
の
あ
る
生
後
２
ヵ
月
以
上

２
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
保
護
者

※
今
年
４
月
１
日
時
点
で
２
歳
未
満
の
乳
幼

　

児
で
あ
れ
ば
、
来
年
３
月
31
日
ま
で
の
接

　

種
も
助
成
対
象
と
し
ま
す
。（
平
成
20
年

　

４
月
３
日
以
降
に
生
ま
れ
た
乳
幼
児
）

助
成
条
件

　

対
象
と
な
る
乳
幼
児
の
保
護
者
の
町
民
税

（
所
得
割
）
課
税
年
額
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
日
に
お
い
て
23
万
５
０
０
０
円
未
満
の
場

合
に
助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象
回
数

　

初
回
接
種
時
の
月
齢
に
よ
っ
て
、
助
成
す

る
上
限
回
数
が
異
な
り
ま
す
（
次
表
）。

助
成
額

　

接
種
１
回
に
つ
き
、接
種
費
用
の
半
額（
上

限
４
０
０
０
円
、
円
未
満
切
り
捨
て
）
を
助

成
し
ま
す
。

助
成
方
法

①
接
種
時
に
助
成
券
を
利
用

　

接
種
の
際
、
医
療
機
関
（
次
表
）
の
窓
口

で「
小
児
細
菌
性
髄
膜
炎
予
防
接
種
助
成
券
」

（
助
成
券
）
を
提
示
す
れ
ば
、
助
成
後
の
額

で
接
種
費
用
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

事
前
に
役
場
ま
た
は
各
地
域
局
へ
母
子
健

康
手
帳
を
持
参
し
、
助
成
券
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
（

交
付
に
は
10
日
程
度
必
要
）
。

　

ヘ
モ
フ
ィ
ル
ス
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ

型
（
Ｈ
ｉ
ｂ
＝
ヒ
ブ
、
冬
季
に
流
行
す
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
無
関
係
）
に
よ
る
細
菌

性
髄
膜
炎
な
ど
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
つ
い
て
、
町
で
は
そ
の
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

②
接
種
後
に
接
種
費
用
の
一
部
を
払
い
戻
し

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
接

種
費
用
全
額
を
医
療
機
関
で
支
払
っ
た
後
に
、

町
へ
払
い
戻
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

接
種
後
、
医
療
機
関
が
発
行
す
る
接
種
を

証
明
す
る
書
類
（
母
子
健
康
手
帳
な
ど
）
と

領
収
書
、
払
戻
金
の
振
込
口
座
情
報
、
印
鑑

を
役
場
ま
た
は
各
地
域
局
へ
持
参
し
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
手
続
き
は
接
種
を
受
け
た
年

度
内
に
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課
・
各
地
域
局
健
康
福
祉
課

・
助
成
券
を
利
用
で
き
な
い
医
療
機
関
で

　

接
種
し
た
場
合

・
助
成
券
が
届
く
ま
で
に
接
種
し
た
場
合

初回接種開始月齢
助成上限

回数

生後 2ヵ月以上

7ヵ月未満
4回

生後 7ヵ月以上

12ヵ月未満
3回

生後 12ヵ月以上

24ヵ月未満
1回

助成対象回数一覧

医療機関 電話番号

山本クリニック 39・1525

公立村岡病院
（1歳以上の乳幼児の
み対象）

94・0111

助成券が利用できる町内医療機関

※接種を希望される場合は、
　事前に予約が必要です。
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

みんな集まれ！

山陰海岸ジオパーク

●問い合わせ先　役場観光商工課

　山陰海岸ジオパークの取り組みなどを紹介している同コーナー。

　今回は、ＧＧＮ審査委員による現地審査の様子や、海の文化館

に新しく登場したジオラマをご紹介します。

海
の
文
化
館
「
ジ
オ
パ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
」
が
充
実

　

今
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ジ
オ
パ
ー
ク

コ
ー
ナ
ー
。
８
月
に
は
特
別
展
示
コ
ー
ナ
ー
に

「
佐
津
海
岸
の
砂
質
の
違
い
を
見
て
み
よ
う
！
」

と
題
し
、
２
０
０
分
の
１
の
ミ
ニ
佐
津
海
岸
が

登
場
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー

ク
香
住
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
手
作

り
ジ
オ
ラ
マ
で
す
。
砂
質
の
違
い
を
手
で
触
っ

て
拡
大
鏡
で
観
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ジ
オ
パ
ー
ク
解
説
パ
ネ
ル
に
は
、
説

明
文
に
ふ
り
が
な
を
付
け
た
り
、
用
語
解
説
を

加
え
る
な
ど
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
来
場
い
た
だ
き
、
山
陰
海
岸
ジ
オ

パ
ー
ク
の
一
端
に
触
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

訪
れ
た
の
は
パ
ト
リ
ッ
ク
・
マ
ッ
キ
ー
バ
ー

さ
ん
（
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
地
質
調
査
所
職
員
）

と
ニ
コ
ラ
ス
・
ゾ
ロ
ス
さ
ん
（
エ
ー
ゲ
大
学
（
ギ

リ
シ
ャ
）
准
教
授
）。
２
人
は
い
ず
れ
も
地
質

学
者
で
、
鳥
取
砂
丘
（
鳥
取
県
鳥
取
市
）
か
ら

立た
て
い
わ岩

や
大お

お
な
る成

古
墳
（
京
都
府
京
丹
後
市
）
ま
で

を
審
査
し
、
現
地
の
地
形
・
地
質
や
ジ
オ
パ
ー

ク
活
動
の
取
り
組
み
状
況
を
確
認
。
審
査
に
は

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
職
員
な
ど

が
同
行
し
、
各
ジ
オ
サ
イ
ト
で
は
地
元
ガ
イ
ド

な
ど
に
よ
る
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
香
美
町

で
は
、
遊
覧
船
か
す
み
丸
に
乗
船
し
香
住
海
岸

を
巡
っ
た
り
、
自
然
の
力
に
よ
っ
て
浄
化
さ
れ

た
地
下
水
を
利
用
し
酒
造
り
を
行
っ
て
い
る
香

住
鶴
㈱
の
酒
蔵
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

Ｇ
Ｇ
Ｎ
加
盟
に
は
ジ
オ
パ
ー
ク
の
持
つ
地
質

的
な
価
値
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
こ
に
住
む

人
々
の
暮
ら
し
と
ジ
オ
パ
ー
ク
の
関
わ
り
が
重

要
視
さ
れ
ま
す
。
審
査
委
員
か
ら
は
、
山
陰
海

岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
地
質
に
関
す
る
質
問
も
あ
り

ま
し
た
が
、
特
に
ジ
オ
パ
ー
ク
に
関
す
る
取
り

組
み
状
況
へ
の
質
問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

「
地
質
的
な
価
値
を
観
光
客
な
ど
に
ど
の
よ

う
に
理
解
し
て
も
ら
う
の
か
」、「
ジ
オ
パ
ー
ク

活
動
に
か
か
る
予
算
は
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て

い
る
の
か
」、「
協
議
会
と
各
種
団
体
は
ど
の
よ

う
に
連
携
し
て
い
る
の
か
」、「
ジ
オ
パ
ー
ク
の

質
を
保
つ
た
め
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
考
え
て

い
る
の
か
」
と
い
っ
た
組
織
、
予
算
、
手
法
な

ど
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
、
い
く
つ
か
の
指

摘
事
項
や
指
導
も
あ
っ
た
も
の
の
、
終
始
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
で
審
査
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
加
盟
に
よ
る
地
域
活

性
化
を
目
指
す
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
。
早
け

れ
ば
今
秋
に
も
可
否
が
決
定
さ
れ
ま
す
が
、
そ

れ
が
ゴ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
山
陰
海
岸
ジ

オ
パ
ー
ク
に
は
、
世
界
に
誇
れ
る
も
の
が
多
く

あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
ふ
る
さ
と
の
自
慢

を
見
つ
け
、
外
部
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
世

界
の
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
へ
、
ひ
い
て
は
ふ

る
さ
と
を
愛
す
る
人
づ
く
り
や
、
交
流
人
づ
く

り
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
を
愛
し
て
や
ま
な
い
審
査
委
員

が
私
た
ち
に
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
と
は
何
か
…
、

質
問
の
中
に
ヒ
ン
ト
が
あ
り
そ
う
で
す
。

ミ
ニ
佐
津
海
岸
ジ
オ
ラ
マ
が
登
場
！

▲審査委員の 2人と遊覧船かすみ丸の皆さん

Ｇ
Ｇ
Ｎ
審
査
委
員
に
よ
る
現
地
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
！

　

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｇ
Ｇ
Ｎ
）
へ
の
加
盟
に
向
け
申
請
中
の
山
陰
海

岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
、
８
月
１
日
か
ら
４
日
に
か
け
て
Ｇ
Ｇ
Ｎ
の
審
査
委
員
が
訪
れ
、
京

都
府
、
兵
庫
県
、
鳥
取
県
に
ま
た
が
る
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
を
現
地
審
査
し
ま
し
た
。

▲ふりがなや用語解説
　を加えたパネル

▼佐津海岸ジオラマ
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香

住

区

処理区 接続率 供用開始年月

香住 43.1％ H22.4（一部 H16.3）

奥佐津 79.8％ H14.8（一部 H13.4）

相谷 85.1％ H13.4

安木 82.1％ H11.1

佐津 98.3％ H9.3

柴山 74.1％ H15.3（一部 H13.4）

長井北 94.7％ H9.3

長井南 92.8％ H10.3

余部 96.5％ H11.4

鎧 92.9％ H12.4

御崎 85.7％ H13.4

合併浄化槽 100.0％ H8～

区全体 61.4％

各処理区別下水道接続率（今年 7月末現在）

※接続率は、各処理区の人口に対する下水道接続人口の割合

み
ん
な
で
守
ろ
う　

み
ん
な
で
守
ろ
う　

　
　
　

ふ
る
さ
と
の
美
し
い

　
　
　

ふ
る
さ
と
の
美
し
い 　
　

や

　
　

や

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
！

下
水
道
へ
の
接
続
は
す
み
や
か
に

　

町
内
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
下

水
道
の
整
備
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

供
用
が
始
ま
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん

は
、
早
期
に
下
水
道
へ
接
続
し
て

く
だ
さ
い
。

　

以
前
に
単
独
浄
化
槽
（
ト
イ
レ

の
み
）
や
合
併
浄
化
槽
（
ト
イ
レ
、

生
活
排
水
）
を
設
置
さ
れ
た
場
合

も
、
原
則
と
し
て
下
水
道
へ
接
続

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
工
場
の
汚
水
を
下
水
道

へ
流
す
場
合
は
、
事
前
の
届
出
や
、

工
場
排
水
の
水
質
改
善
の
た
め
に

新
た
に
排
水
設
備
の
設
置
が
必
要

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

利
子
補
給
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

町
で
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
促

進
の
た
め
、
一
般
家
庭
が
接
続
工

事
資
金
を
借
り
入
れ
た
場
合
、
そ

の
利
子
を
補
給
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

利
子
補
給
率
な
ど
は
役
場
ま
た

は
各
地
域
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

あ
な
た
は
…

　

「
川
や
海
へ
汚
れ
た
水
が
流
れ

て
い
て
も
平
気
で
す
か
？
」

　

「
そ
の
水
が
流
れ
込
ん
だ
海
や

川
の
魚
は
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す

か
？
」

　

「
そ
の
川
の
水
を
引
い
て
い
る

田
ん
ぼ
で
育
て
た
米
は
大
丈
夫
だ

と
思
い
ま
す
か
？
」

　

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
美
し
い

海
や
川
を
残
す
た
め
に
、
ま
た
快

適
な
暮
ら
し
や
素
晴
ら
し
い
環
境

を
守
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
下
水
道
に

接
続
し
ま
し
ょ
う
。

～ 私たちの宝を未来の子どもたちに引き継ぐために ～

村

岡

区

処理区 接続率 供用開始年月

村岡 89.6％ H12.12（一部 H9.3）

兎塚 70.5％ H16.12（一部 H14.3）

射添 81.3％ H17.12（一部 H10.11）

大笹 96.5％ H16.12（一部 H2.1）

山田 84.6％ H15.8（一部 H14.10）

境 74.1％ H16.3

作山 64.5％ H17.1

合併浄化槽 100.0％

区全体 83.7％

小

代

区

処理区 接続率 供用開始年月

小代北 74.7％ H15.3（一部 H14.3）

小代南 71.1％ H14.6（一部 H14.4）

神場 46.0％ H14.4

合併浄化槽 100.0％

区全体 73.7％

～ 雨水貯留・浸透施設設置補助制度のご案内 ～

浄化槽の転用
　下水道への接続で不要になった浄化槽を貯留槽

に改造し、たまった雨水を庭の花や家庭菜園の水

やりなどに利用できるようにします。

・補助額…改造工事費の 3分の 2

　　　　　（上限 10万円）

雨水貯留施設（対象は 200ℓ以上）
　屋根に降った雨水をタンクにためて、庭の花

や家庭菜園の水やりなどに利用できるようにし

ます。

・補助額…購入費および設置工事費の 3分の 2

　　　　　（上限 5万円）

雨水浸透施設
　コンクリート舗装した敷地でも、屋根に降った

雨水を地下に浸透させることができます。

・補助額…購入費および設置工事費の 3分の 2

　　　　　（上限 5万円）

●
問
い
合
わ
せ
先　

　
　

役
場
上
下
水
道
課
・
各
地
域
局
農
林
建
設
課

海

川

※カッコ内は当該処理区内で供用開始した最も早い区域の年月
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ご
お願いします！
協力を

　

ま
ち
づ
く
り
や
道
路
づ
く
り
な
ど
、
私
た
ち

の
「
未
来
」
を
考
え
る
貴
重
な
資
料
を
得
る
た

め
に
さ
ま
ざ
ま
な
実
態
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
対
象
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
結
果
で
得
ら
れ
た
個
人
情
報
な

ど
は
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
関
係
機

関
で
厳
重
に
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

　今回の調査は本格的な人口減少社会となって初めて

行うもので、将来を考えるために欠くことのできない

最新の人口・世帯の実態を明らかにするものです。

　詳しくは平成 22 年国勢調査広報ＨＰ「国勢調査 e- ガイド」（http://

www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/）をご覧ください。

●調査対象…国内に住んでいるすべての人および世帯

●調査時期…9月下旬～ 10月上旬

●調査方法…調査員が各世帯を訪問し、調査票を配布します。

●問い合わせ先…役場企画課

調査基準日：今年 10 月 1日

近畿圏交通実態調査

　この調査は、皆さんが日ごろどのような交通手

段・目的で移動しているかなど、人の動きの実態

を調査するものです。

　調査結果は、今後の都市・地域の交通計画、ま

ちづくり計画、防災計画などさまざまな計画を策

定するための貴重な資料となります。

●調査対象

　町内世帯から無作為に抽出した 5歳以上の人

●調査世帯数

　町内約 2,000 世帯（全世帯の約 30％）

●調査時期

　今年 10月～ 11月の平日・休日各１日

●調査方法

　郵送による調査票の配布と回収

●問い合わせ先

　役場建設課

　この調査は、いわば道路に関する国勢調査として

行われている全国規模の調査です。

　道路の状況調査や自動車を持つ人を対象にしたア

ンケート調査で自動車の利用状況などを調査します。

　調査結果は、将来の道路計画や都市計画などを策

定するための貴重な資料となります。

●調査対象

　町内から無作為に抽出した自動車の所有者

●調査時期

　今年 9月～ 11月

●調査方法

　調査員による訪問調査

●問い合わせ先

　国土交通省近畿地方整備局兵庫国道事務所調査課

　℡ 078・334・1600

道路交通センサス
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は
が
き
サ
イ
ズ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
思
い
思
い
の
魚
を
描
く
「
魚
の
絵
コ
ン

テ
ス
ト
」。
今
年
は
、
力
作
５
５
５
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
優
秀
賞
22
点
を
選
び
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

第７回「魚の絵コンテスト」結果発表第７回「魚の絵コンテスト」結果発表

2「カニさんのおさんぽ」 3「カニさんがさかなとあそんでいるよ」 4「クラゲさんフワフワしてた」

13「タイがおよぐ」 14「海の上をとぶ魚」 15「魚たちのぼうけん」 16「深海の魚たち」

17「ガシラのかしら」 18「赤オコゼ」

19「海底を目指すカラフルな魚」 20「とび魚のジャンプ」

21「ミノカサゴ」 22「アジ達」

9「いわとさかな」 10「魚たちのパーティー」

7「みんな、なかよし」 8「カツオのマラソン」5「友達いっぱいうれしいな」

12「大好きな魚」

6
「
イ
カ
の
す
み
か
」

11
「
さ
ん
ぽ
中
の
魚
た
ち
」

1「さかな」

1 田中 瑠
り ゅ う き

紀  （宝樹保育園 4歳）

2 黒田 萌
も え か

香  （青葉保育園 4歳）

3 宮垣 湊
そ う し

至  （みなと保育園 4歳）

4 金田 陽
あ き ま さ

将  （朝来市立粟鹿幼稚園 5歳）

5 吉津 葵
あおい

     （佐津小 1年）

6 中井 翔
し ょ う や

也  （新温泉町立温泉小 1年）

7 炭本 琴
こ と ね

音  （奥佐津小 2年）

8 中村 晃
あ き と

大  （新温泉町立浜坂東小 2年）

9 中奥 琳
り ん か

香  （豊岡市立五荘小 2年）

10 西谷 美
み お

音  （兎塚小 3年）

11 西田 葉
は な

夏  （奥佐津小 3年）

12 岡本 万
ま ひ ろ

宙  （新温泉町立浜坂東小 3年）

13 廣瀬 彩
い お り

邑里（小野市立大部小 3年）

14 杉山 和
わ か な

奏  （柴山小 4年）

15 中田 憲
け ん し ん

伸  （奥佐津小 4年）

16 安田 芽
か ほ

帆  （豊岡市立豊岡小 5年）

17 廣瀬 希
き な り

菜里（小野市立大部小 5年）

18 福本 桃
も も こ

子  （香住小 6年）

19 寺川 智
ち さ

紗  （柴山小 6年）

20 大場 遥
は る な

菜  （豊岡市立三江小 6年）

21 堀名 真
ま ゆ

祐  （香住第一中 2年）

22 廣瀬 悟
さ と み

美

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
農
林
水
産
課
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７
月
27
、
28
日
に
開
催
さ
れ
た
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
（
県
総
体
）
の

男
子
棒
高
跳
び
と
女
子
低
学
年
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
好
成
績
を
収
め
た
香
住

第
一
中
学
校
陸
上
部
（
51
人
、
寺
田
浩ひ

ろ

ふ

み史
顧
問
、
朝
野
暢ま

さ

か

ず一
顧
問
）
が
、
近

畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会
（
近
畿
大
会
）（
８
月
８
〜
９
日
、
和
歌
山
市
）

へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

男
子
棒
高
跳
び
で
は
、
県
総
体
で
山
田
航
大
さ
ん
（
同
中
３
年
、
香
住
区

境
）
が
４
ｍ
を
跳
び
優
勝
、
同
じ
く
上
田
環

た
ま
き

さ
ん
（
同
中
３
年
、
香
住
区
七

日
市
）
が
３
ｍ
90
㎝
を
跳
ん
で
３
位
入
賞
を
果
た
し
、
そ
れ
ぞ
れ
近
畿
大
会

へ
の
キ
ッ
プ
を
つ
か
み
ま
し
た
。
ま
た
、
山
田
さ
ん
は
標
準
記
録
を
突
破
し

て
い
る
た
め
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
（
８
月
20
〜
23
日
、
鳥

取
市
）
に
も
出
場
。「
今
ま
で
練
習
し
て
き
た
こ
と
を
大
舞
台
で
試
し
た
い
」

と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

リ
レ
ー
で
は
、
小
西
陽

み
な
み

さ
ん
（
同
中
２
年
、
香
住
区
若
松
）、
瀬
戸
浦
佑

奈
さ
ん
（
同
中
１
年
、
香
住
区
駅
前
）、
川
田
宏
美
さ
ん
（
同
中
１
年
、
香

住
区
境
）、
森
田
玲
加
さ
ん
（
同
中
２
年
、
香
住
区
駅
前
）、
駒
居
諒
子
さ
ん

（
同
中
２
年
、
香
住
区
下
浜
）、
石
津
七な

な

み海
さ
ん
（
同
中
２
年
、
香
住
区
香
住
）

の
６
人
が
近
畿
大
会
に
出
場
。
県
総
体
で
は
、
小
西
さ
ん
、
瀬
戸
浦
さ
ん
、

川
田
さ
ん
、
森
田
さ
ん
の
４
人
が
出

場
し
、
51
秒
89
で
２
位
に
０
・
19
秒

の
差
を
つ
け
て
優
勝
し
ま
し
た
。

　

近
畿
大
会
出
場
前
の
８
月
３
日
に

長
瀬
町
長
を
表
敬
訪
問
し
た
出
場
者

ら
。
森
田
さ
ん
は
「
み
ん
な
の
心
を

一
つ
に
し
て
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

 
香
住
第
一
中
学
校
陸
上
部
、
快
挙
達
成
！　

　

全
国
大
会
や
近
畿
大
会
に
出
場

▲近畿大会出場を前に長瀬町長を表敬訪問した選手ら
　（前列左から小西さん、瀬戸浦さん、川田さん、森田さん、
　後列左から山田さん、上田さん、駒居さん、石津さん）

 

香
り
高
く
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
運
動

　
　
　

ジ
ャ
ン
ボ
ひ
ま
わ
り
コ
ン
ク
ー
ル
結
果

●
ジ
ャ
ン
ボ
ひ
ま
わ
り
の
部
（
１
本
の
高
さ
）

　

１
位　

６
・
41
ｍ　

後
垣
晶
一
さ
ん
（
香
住
区
大
谷
）

　

２
位　

５
・
28
ｍ　

西
川
利
男
さ
ん
（
香
住
区
中
野
）

　

３
位　

５
・
15
ｍ　

小
田
垣
恵
さ
ん
（
香
住
区
大
野
）

●
フ
ァ
イ
ブ
ひ
ま
わ
り
の
部
（
５
本
の
高
さ
の
合
計
）

　

１
位　

28
・
52
ｍ　

後
垣
晶
一
さ
ん
（
香
住
区
大
谷
）

　

２
位　

25
・
15
ｍ　

小
田
垣
恵
さ
ん
（
香
住
区
大
野
）

　

３
位　

23
・
45
ｍ　

原　

久
さ
ん
（
香
住
区
八
原
）

●
多
輪
の
部
（
１
本
の
花
の
数
）　

　

１
位　

２
４
３
個　

上
田
あ
や
子
さ
ん
（
村
岡
区
宿
）

　

２
位　
　
　

87
個　

安
田
裕
至
さ
ん
（
香
住
区
下
岡
）

　

３
位　
　
　

52
個　

膳ぜ
ん
し
ょ所

春
美
さ
ん
（
香
住
区
無
南
垣
）

●
特
別
賞

　

伊
藤
滋
さ
ん
（
香
住
区
若
松
）

　

伊
藤
圭
介
さ
ん
（
香
住
区
若
松
）

　

今
年
も
丹
精
込
め
て
育
て
た
ひ
ま

わ
り
の
高
さ
や
花
の
数
を
競
っ
た
同

コ
ン
ク
ー
ル
。

　

18
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
町
内

33
人
の
応
募
が
あ
り
、
計
測
の
結
果
、

次
の
と
お
り
各
部
門
の
入
賞
者
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

二
冠
を
達
成
し
た
後
垣
晶
一
さ
ん

（
香
住
区
大
谷
、
写
真
）
は
「
毎
朝

欠
か
さ
ず
誘
引
や
肥
培
、
水
管
理
を

行
っ
た
こ
と
が
こ
の
結
果
に
結
び
つ

い
た
の
で
は
…
」
と
秘
け
つ
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

みなさんに

にじゅうまる
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町
で
は
、
皆
さ
ん
の
病
気
の
早
期
発
見
、

健
康
管
理
に
役
立
て
い
た
だ
く
た
め
、
人
間

ド
ッ
ク
の
検
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
の
町
ぐ
る
み
健
診
な
ど
、

ほ
か
の
健
診
を
受
診
さ
れ
た
人
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

人間ドックを行っています
健康管理にお役立てください！

●問い合わせ先　役場健康課

　　　　　　　　各地域局健康福祉課

実
施
医
療
機
関

　

村
瀬
医
院

検
診
項
目

　

基
本
健
康
診
査
（
身
体
測
定
、
血
圧
測
定
、

尿
検
査
、
心
電
図
、
診
察
）、
胃
部
検
診
（
胃

カ
メ
ラ
、
腹
部
エ
コ
ー
）、
大
腸
検
診
（
便

潜
血
反
応
２
日
法
）、
胸
部
検
診
（
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
）、
骨
量
測
定

文 

芸 

か 

み

カ
ナ
カ
ナ
と
蝉
の
啼
き
た
る
夕
暮
の
物
憂
さ
ひ
と
を
待
つ
日
の
よ
う
な

岡
村 

美
砂
子

今
子
浦
沈
む
夕
陽
に
ほ
ほ
え
み
て
昇
る
朝
日
に
遊
ぶ
ゆ
う
す
げ

大
西 

弘

遍
照
寺
の
桔
梗
の
む
ら
さ
き
ほ
ど
ら
い
の
風
に
包
ま
れ
暮
れ
て
ゆ
く
里

川
端 

幸
代

早
朝
に
カ
ナ
カ
ナ
蝉
の
声
に
ぎ
や
か
一
坪
の
畑
に
秋
野
菜
の
種
を
落
す

安
田 

千
惠
子

荒
々
と
は
働
か
ざ
り
し
男
よ
り
農
に
い
そ
し
む
夫つ

ま

の
手
が
好
き

沼
田 

和
代

「
お
茶
に
し
ょ
う
」
と
う
声
聞
き
て
我
が
犬
は
耳
立
て
べ
ろ
出
し
尾
を
振
り

て
を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
玉
置 
美
佐
子

朝
顔
の
葉
っ
ぱ
は
そ
よ
と
も
動
か
な
い
今
日
も
無
風
の
猛
暑
か
な

今
井 

清
子

こ
の
青
く
透
き
い
る
海
に
投
げ
出
さ
ん
哀
し
み
苦
し
み
集
ま
り
し
ゆ
え

嶋
田 

冨
美
代

朝
夕
に
猛
暑
の
挨
拶
変
ら
ね
ど
稲
は
穂
を
出
し
や
は
り
秋
と
な
る

浜
田 

寿
和

ね
じ
れ
つ
つ
花
咲
か
せ
ゆ
く
捩
花
の
穂
先
の
目
指
す
は
い
つ
も
天
空藤

原 

町
子

寄
せ
る
波
岩
の
間
に
入
り
込
み
帰
る
こ
と
も
せ
ぬ
波
の
迷
い
子

岩
本 

道
代

流
れ
往
き
ま
た
戻
さ
る
る
灯
篭
の
灯
り
沖
へ
と
潮
導
け
り

小
西 

松
子

三
原
の
里
土
手
道
た
ど
り
野
点
席
え
浴
衣
の
少
女
の
出
迎
え
愛
ら
し山

田 

素
子

殿
様
も
庶
民
も
愛
で
し
朝
顔
を
我
も
育
て
し
朝
毎
に
た
の
し
む

滝
本 

正
直

エ
ア
コ
ン
の
程
よ
く
効
き
ゐ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
休
憩
室
に
し
ば
し
ま
ど
ろ

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

原
田 

明
美

◆
定
例
会　

（
香
住
区
中
央
公
民
館
）

　

毎
月　

毎
月
第
二
木
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

香
住
短
歌
会

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
香
美
町
文
化
協
会
所
属

　

の
各
団
体
の
俳
句
・
短
歌
を
毎
月
掲
載
し
ま
す
。

町
職
員
人
事
異
動
（
８
月
17
日
付
）

　

●
部
長
級

　
　

村
岡
地
域
局
長
兼
地
域
振
興
課
長
兼
健
康
福
祉
課

　

長 

田
中
勲
（
村
岡
地
域
局
長
兼
地
域
振
興
課
長
）

　

●
課
長
級

　
　

町
民
課
長 

島
田
斉
（
香
住
分
室
長
）
▽
香
住
分
室

　

長 

水
間
浩
二
（
村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課
長
）
▽
総

　

務
課
参
事 

稲
垣
誠
（
町
民
課
長
）

　

●
係
長
級

　
　

福
祉
課
係
長
（
障
害
者
福
祉
担
当
） 

中
井
寿
美
（
福

　

祉
課
社
会
福
祉
係
長
）
▽
福
祉
課
社
会
福
祉
係
長 

原

　

田
智
啓
（
企
画
課
係
長
（
企
画
担
当
））

　

●
主
査
・
主
事
級

　
　

企
画
課 

藤
原
喜
一
（
福
祉
課
）
▽
村
岡
地
域
局
健

　

康
福
祉
課 

吉
田
克
彦
（
企
画
課
）
▽
総
務
課 

吉
田

　

初
美
（
村
岡
地
域
局
健
康
福
祉
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
※
カ
ッ
コ
内
は
旧
職
）

検
診
料
金

　

１
５
０
０
０
円
（
本
人
負
担
額
）

申
込
方
法

　

平
成
23
年
３
月
末
ま
で
に
村
瀬
医
院
へ
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
℡
94
・
０
０

０
３
）
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 22年 8月 19 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　

　　　℡ 0796・36・0137

　

８
月
12
日
、
地
元
そ
し
て

香
美
町
の
悲
願
で
あ
っ
た
新

余
部
橋
り
ょ
う
が
完
成
し
ま

し
た
。

　

旧
橋
を
列
車
が
渡
る
際

「
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
」
と
谷
間

に
響
い
た
独
特
の
音
は
ま
っ

た
く
せ
ず
、
滑
る
よ
う
に
列

車
が
通
過
し
て
い
ま
し
た
。

　

定
時
性
、
安
全
性
と
と
も

に
静
粛
性
も
兼
ね
備
え
た
素

晴
ら
し
い
新
橋
。
た
だ
、
あ

の
音
が
し
な
い
の
は
少
し
寂

し
く
も
あ
る
よ
う
な
…
。

　
　
　
　
　
　
　

（
み
う
ら
）

ー
編
集
後
記
ー

こんにちは、赤ちゃん

※このコーナーは、先月（7/22 ～ 8/22）の届出分の内、
　承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※このコーナーは、先月（7/22 ～ 8/22）の届出分の内、
　承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

　

み
ず
み
ず
し
い
村
岡
産
ト
マ
ト
の
早
食
い
を
競

う
同
大
会
。
地
元
の
夏
野
菜
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
夏
の

収
穫
祭
」
の
一
環
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
、
１
人
あ

た
り
１
㎏
（
６
個
）
の
完
熟
ト
マ
ト
の
早
食
い
を

競
う
一
般
の
部
と
、
５
０
０
ｇ
（
３
個
）
の
ト
マ

ト
で
競
う
小
学
生
以
下
の
部
が
あ
り
、
挑
戦
者
は

お
い
し
く
冷
や
さ
れ
た
真
っ
赤
な
ト
マ
ト
を
口

い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
か
ら
の
大
歓
声
を
受
け
て
小
学
生
以
下
の

部
で
優
勝
し
た
の
は
村
上
朋と

も

く
ん
（
村
岡
小
６
年
、

村
岡
区
村
岡
）
で
、
記
録
は
２
分
８
秒
。「
２
年

前
か
ら
出
場
し
て
い
て
、
今
年
初
優
勝
し
ま
し
た
。

ト
マ
ト
は
と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
」
と
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

完
熟
ト
マ
ト
ご
賞
味
あ
れ
！

第
６
回
冷
や
し
ト
マ
ト
早
食
い
大
会

（
８
月
11
日
、
道
の
駅 

村
岡
フ
ァ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン
）

▲トマトにかぶりつく子どもたち

　

地
元
の
婦
人
会
や
青
年
部
な
ど
に
よ
る
夜
店
が
ず
ら
り
と
並
ん

だ
会
場
で
は
、
多
く
の
来
場
者
が
、
か
き
氷
や
ジ
ュ
ー
ス
・
ビ
ー

ル
を
片
手
に
、
次
々
行
わ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
上
で
行
わ
れ
た
商
工
会
青
年
部
小
代
支
部
に
よ
る
芝

居
「
香
美
超
戦
隊
オ
ジ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
オ

ジ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ

Ａ
女
性
会
「
み
か
た
で
ご
ざ
〜
る
」
の
寸
劇
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

な
ど
も
行
わ
れ
、
満
天
の
星
空
の
下
、
楽
し
そ
う
な
歓
声
が
い
つ

ま
で
も
響
い
て
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
想
い
に
支
え
ら
れ
て
…

第
33
回
ふ
る
さ
と
小
代
夏
ま
つ
り
（
７
月
31
日
、
小
代
区
大
谷
「
ゴ
ン
ド
ラ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
駐
車
場
」）

▲オジレンジャーからインタビューを受ける子どもたち

三
輪
車
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
大
爆
笑
！

　

祭
り
の
イ
ベ
ン
ト
の
１
つ
で
、
大
人
が
三
輪
車
に
乗
っ
て
４
０
０
ｍ
の

コ
ー
ス
を
リ
レ
ー
す
る
「
第
８
回
爆
笑
三
輪
車
大
会
」
で
は
９
チ
ー
ム
が

参
加
。
コ
ー
ス
途
中
に
あ
る
ラ
ム
ネ
の
一
気
飲
み
や
カ
キ
氷
の
早
食
い
な

ど
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
必
死
に
三
輪
車
の
ペ
ダ
ル
を
踏
む

姿
に
、
観
客
か
ら
大
き
な
笑
い
声
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
村
岡
小
学
校
音
楽
隊
の
パ
レ
ー
ド
や
、
子
ど
も
た
ち

が
殿
様
や
お
姫
様
、
や
っ
こ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
衣
装
を
着
て
練
り
歩
く

「
村
岡
藩
山
名
子
ど
も
大
名
行
列
」
も
登
場
。
沿
道
か
ら
大
き
な
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

第
37
回
村
岡
ふ
る
里
祭
り
（
８
月
７
日
、
村
岡
商
店
街
）

▲ゴールを目指し懸命にペダルをこぐ選手ら
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今
年
度
の
人
権
文
化
を
す
す
め
る
町
民
運
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
人
権
講
演

会
で
は
、近
畿
大
学
の
奥
田
均

ひ
と
し

教
授
が
「
部
落
差
別
は
『
み
な
さ
れ
る
』
差
別
」
と
し
、

「
社
会
的
、
身
体
的
区
別
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
差
別
で
は
な
い
の
で
、
皆
さ
ん
が

こ
れ
を
断
ち
切
る
強
い
意
志
を
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
」
だ
と
訴
え
ま
し
た
。

　

奥
田
教
授
は
同
大
人
権
問
題
研
究
所
で
人
権
論
を
担
当
。
ま
た
大
阪
人
権
博
物
館

理
事
、
大
阪
府
人
権
協
会
理
事
と
し
て
差
別
問
題
や
人
権
侵
害
の
根
絶
に
取
り
組
む

ほ
か
、
人
権
問
題
に
関
す
る
著
書
も
多
く
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
町
内
外
か
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
。「
人
間
の
値
打
ち
は
地
面
で
は

決
ま
ら
な
い
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た
講
演
で
「
同
和
地
区
を
見
つ
め
る
世
間
の
ま
な

ざ
し
や
、
そ
の
目
線
に
さ
ら
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
同
和
地
区
を
避
け
て
い

る
こ
と
が
、
部
落
差
別
を
温
存
さ
せ
て
い
る
一
因
で
あ
る
」
と
奥
田
教
授
は
指
摘
。

　

「
皆
さ
ん
が
頭
の
中
で
作
り
出
し
て
い
る
差
別
、
と
り
わ
け
土
地
の
こ
と
な
ど
に

起
因
す
る
部
落
差
別
を
冷
静
に
見
つ
め
直
し
、『
ば
か
ば
か
し
い
』
こ
と
と
笑
い
飛

ば
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
会
場
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
皆
さ
ん
が
『
差
別
は
犯
罪
で
あ
る
』
と

い
う
認
識
を
持
ち
、
人
権
の
社
会
を
作
る
こ
と
が

大
切
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
「
原
爆
と
人
間
」
と
題
し
て
、
人
権

・
平
和
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
や
広
島
市
に
あ
る

原
爆
ド
ー
ム
の
模
型
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
町
内
で
行
わ
れ
る
人
権
講
演
会
は
下
記

の
と
お
り
で
す
。

人
権
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
！

人
権
講
演
会
（
８
月
８
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
）

▲講演を行う奥田教授

▲展示されたパネルを見る来場者

～ 今後の人権講演会（予定） ～
＜村岡区＞
●と　き…９月５日（日）13:30 ～
●ところ…村岡区老人福祉センター　
●講　師…森田 千鶴さん
　　　　　「人権の広がりのなかで ～ ひとりごとから我がことへ ～」
＜小代区＞
●と　き…９月 12日（日）13:30 ～
●ところ…小代区総合センター　
●講　師…明

あ け ぼ の

保能 弘
こうせん

宣さん（光明寺名誉住職）
　　　　　「信頼と尊厳　～動く“こころ”を　～」

　

県
下
９
地
区
（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
10
隊
、
ポ

ン
プ
車
の
部
８
隊
）
が
日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を

競
っ
た
同
大
会
。

　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
但
馬
地
区
の
代
表
と
し

て
出
場
し
た
香
美
町
消
防
団
香
住
支
団
香
住
第

１
分
団
は
、
２
ヵ
月
間
に
わ
た
る
訓
練
の
成
果

を
十
二
分
に
発
揮
し
、
素
晴
ら
し
い
操
法
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

入
賞
こ
そ
逃
し
た
も
の
の
、
出
場
10
隊
中
５

位
の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、

　

香
住
第
１
分
団
大
健
闘
！

第
23
回
兵
庫
県
消
防
操
法
大
会

　

（
８
月
８
日
、
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
（
三
木
市
））▲香住第 1分団出場選手（写真右から、指揮者 吉田博和（香住区

　境）、１番員 守山佳孝（同境）、２番員 田中竜志（同一日市）、　
　３番員 吉本健吾（同一日市）、吸管補助操作員 長 誠（同一日市）
　（敬称略）)



役場各課など

主な施設の連絡先

役場本庁舎　36・1111
　　　　　　(代表 )
　総 務 課　36・1111
　企 画 課　36・1962
　税 務 課　36・1113
　会 計 課　36・4321
　町 民 課　36・1110
　健 康 課　36・1114
　福 祉 課　36・1964
　農林水産課　36・0846
　観光商工課　36・3355
　建 設 課　36・1961
　上下水道課　36・0420
　議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321
　　　　　　(代表 )　
小代地域局　97・3111
　　　　　　(代表 )　
　地域振興課　97・3370
　健康福祉課　97・3375
　農林建設課　97・3373

教育委員会　94・0101
　香住分室　36・3764
　小代分室　97・3966

公立香住病院　36・1166
公立村岡病院　94・0111
香住地域福祉センター
　　　　　   36・4345
香住老人福祉センター
　　　　　　36・5008
村岡老人福祉センター
　　　　　　98・1000
小代高齢者生活支援センター
　　　　　　97・2202

（全ての施設の市外局番：0796）

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）インキ、再生紙を使用しています。

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
66
号
）
平
成
22
年
9
月
9
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
総
務
部
企
画
課

まちのうごき

（平成 22 年 8 月 1 日現在）

合　計　21,045 人（－  18）

　男　　10,019 人（－   2）

　女　　11,026 人（－  16）

世帯数  6,899 世帯（－   6）

カッコ内は前月比

第
４
回

◇
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

翁
面
・
三
番
猿
楽
・
父
尉
と
い
う
順
番
に
変
わ
り
、
鎌
倉
時
代
末
期
に

は
、
父
尉
に
替
わ
り
露

つ
ゆ
は
ら
い払
と
い
う
先
導
の
役
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
露
払
・
翁
・
三
番
猿
楽
の
連
続
し
た
舞
い
が
、
室
町
時

代
前
期
に
能
楽
を
成
立
さ
せ
た
世ぜ

あ

み

阿
弥
の
式
三
番
の
原
型
と
さ
れ
て
い

て
、
現
在
の
三
番
叟
の
千せ

ん

ざ

い歳
・
翁

お
き
な

・
黒く

ろ

き

じ

ょ

う

木
尉
も
こ
の
形
を
ほ
ぼ
踏
襲
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
神
戸
市
の
車

く

る

ま

お

お

と

し

大
歳
神
社
に
伝

わ
る
「
翁

お
き
な
ま
い舞
」
は
、
露
払
・
翁
・
三
番
叟
・
父
尉
の
古
い
構
成
を
残
し

て
い
る
と
し
て
国
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
三
番
叟
は
歌
舞
伎
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
能
の
「
翁

舞
」
で
は
翁
が
中
心
と
な
り
ま
す
が
、
歌
舞
伎
で
は
躍
動
感
の
あ
る
三

番
叟
を
中
心
に
演
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
三
番
叟
は
顔
に

化
粧
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
農
村
歌
舞
伎
の
影

響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

歌
舞
伎
や
能
な
ど
に
多
く
の
影

響
を
与
え
て
き
た
三
番
叟
。
こ

の
三
番
叟
が
祈
と
う
す
る
天
下
泰

平
、
国
土
安
穏
、
五
穀
豊
穣
は
現

代
風
に
い
う
と
平
和
で
災
害
が
な

く
、
豊
か
で
幸
せ
な
生
活
を
祈
る

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
何
世

代
も
越
え
て
私
た
ち
に
伝
わ
っ
て

き
た
そ
の
祈
り
の
心
、
絶
や
す
こ

と
な
く
未
来
に
伝
え
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

●
平
成
22
年　

三
番
叟
奉
納
日
程　

　
　
　
　
　

（
開
始
時
間
は
お
お
よ
そ
の
目
安
で
す
）

　
　

◇
訓
谷
三
番
叟
（
香
住
区
訓
谷 

沖
野
神
社
境
内
）

　
　
　

・
宵
宮
…
10
月
１
日
（
金
）　

午
後
７
時
45
分

　
　
　

・
本
宮
…
10
月
２
日
（
土
）　

午
後
１
時
30
分

　
　

◇
森
三
番
叟
（
香
住
区
森 

森
会
館
）

　
　
　
　

宵
宮
…
10
月
２
日
（
土
）　

午
後
７
時

　
　
　
　

本
宮
…
10
月
３
日
（
日
）　

午
後
２
時
30
分

　
　

◇
一
日
市
三
番
叟
（
香
住
区
一
日
市 

八
坂
神
社 

勢せ

い

し

ど

う

至
堂
）

　
　
　

・
本
宮
…
10
月
３
日
（
日
）　

午
後
３
時

　
　

◇
下
浜
三
番
叟
（
香
住
区
下
浜 

帝た

い

し

ゃ

く

じ

釈
寺
境
内
）

　
　
　

・
宵
宮
…
10
月
４
日
（
月
）　

午
後
７
時

　
　
　

・
本
宮
…
10
月
５
日
（
火
）　

午
後
２
時
30
分

　
　

◇
香
住
三
番
叟
（
香
住
区
香
住 

香
住
文
化
会
館
駐
車
場
）

　
　
　

・
本
宮
…
10
月
５
日
（
火
）　

午
後
３
時

　
　

◇
沖
浦
三
番
叟
（
香
住
区
沖
浦 

大た

い

ほ

う放
神
社
境
内
）

　
　
　

・
宵
宮
…
10
月
６
日
（
水
）　

午
後
７
時

　
　
　

・
本
宮
…
10
月
７
日
（
木
）　

午
後
３
時

　
　

◇
新
屋
三
番
叟
（
小
代
区
新
屋 

熱
田
神
社
境
内
）

　
　
　

・
10
月
下
旬

人
々
の
幸
せ
を
願
う
「
三さ

ん

ば

そ

う

番
叟
」

　

暑
か
っ
た
夏
も
終
り
、
秋
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
10
月
に
な
る
と

町
内
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
秋
祭
り
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
今
回
は

三
番
叟
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

三
番
叟
は
町
内
７
ヵ
所
、
香
住
区
の
一
日
市
、
香
住
、
森
、
下
浜
、
訓
谷
、

沖
浦
と
小
代
区
新
屋
に
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
丹
波
市
や
神

戸
市
な
ど
数
ヵ
所
に
現
存
し
ま
す
が
、
一
つ
の
町
に
こ
れ
だ
け
の
数
が

あ
る
の
は
香
美
町
だ
け
で
す
。

　

演
劇
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
な
い
三
番
叟
。
天
下
泰
平
、
国
土
安

穏
、
五
穀
豊

ほ
う
じ
ょ
う穣
な
ど
を
祈
と
う
す
る
儀
式
的
な
舞
い
が
中
心
で
、
こ
れ

に
は
大
地
の
悪
霊
を
踏
み
鎮
め
る
力
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内

で
三
番
叟
を
「
舞
う
」
こ
と
を
「
踏
む
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
そ
の
名

残
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

三
番
叟
の
ル
ー
ツ
は
猿
楽
と
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
成
立
は
平
安
時
代

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
末
期
に
は
父

ち
ち
の
じ
ょ
う尉

・
翁

お
き
な
お
も
て面

・
三さ

ん

ば

ん

さ

る

が

く

番
猿
楽

が
連
続
し
て
舞
う
も
の
と
し
て
構
成
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

▲香住区下浜の三番叟「翁」の様子


